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 １．環境経営方針                                                      

 

 私たち株式会社新名工務店は、建設業という事業活動を通して社会への貢献をするという 

理念に基づいた経営を行います。その一方で事業活動が環境へ重大な影響を与えるということ 

を認識しながら、継続可能な経済社会を形成することが不可欠であると考えます。 

そのため環境の保全と改善に向けての取り組みを積極的・継続的に行い社会への責任と役割を 

果たしてまいります。 

 

              【行 動 指 針】 

 

 １．具体的に次のことに取り組みます。 

  ① 事業活動で発生するエネルギーの使用量削減により、二酸化炭素排出量を減らします。 

  ② 廃棄物の排出量の削減に努めます。 

  ③ 水使用量の削減に努めます。 

  ④ 環境に配慮した施工をいたします。 

 

２．環境関連法規制等や当社が約束したことを遵守いたします。 

 

３．本方針を全社員に周知徹底し、環境経営レポートを通じて社外へも情報公開いたします。 

 

４．本方針について目標･計画を設定し、定期的に見直し、環境経営の継続的改善に努めます。 

 

５．本方針に基づきSDGｓとの関連を明確にし、社会問題の解決に貢献いたします。 

  

                                              制定日  ２０１０年 ８月 ２０日 

                                            改訂日  ２０２３年 ５月 ３１日 

                    

 

                                株式会社 新名工務店 

                                   代表取締役   新 名 孝 司 
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   ２．事業所の概要                                                      
 

① 事業者名及び代表者名 
 

株式会社 新名工務店 
代表取締役 新名 孝司 
 

② 所在地 
 

本社・倉庫 ： 香川県高松市西春日町１１３０番地 
廃棄物置場 ： 香川県高松市西春日町１０９８番地８ 
 

③ 環境管理責任者及び担当者連絡先 
 

環境管理責任者 ： 営業部社員    
連 絡 担 当 者 ： 営業部社員 TEL：087-867-1344 FAX：087-867-1338 

 
④ 事業内容 
 

       建築工事業、土木工事業 
 

⑤ 事業の規模 
 

完 成 工 事 高  ： ８億５，８０８万円／年 （２０２２年度） ※税込 

従 業 員 数  ： ２４ 名 （男性２０名 女性４名） 

本社事務所床面積  ： ４０６．００㎡ 

倉庫作業場床面積  ： ２５２．２０㎡ 

廃棄物置場面積  ： １６６．００㎡ 

 
 

⑥ 許可関係 
 

(1) 建設業許可 
         許 可 番 号 ： 香川県知事許可（特－２）第１３７５号 
         建 設 業 の 種 類 ： 総合建設工事業   
 

(2) 土木業許可 
         許 可 番 号 ： 香川県知事許可（般－２）第１３７５号 
      

(3) 一級建築士事務所登録 
   香川県知事登録  第５３４号 
 

(4) 宅地建物取引業免許 
   香川県知事 (10) 第２５７６号 

 
  ⑦ 対象組織 

     全組織・全活動 
    （株式会社新名工務店 本社・倉庫、廃棄物置場） 
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 ３．環境経営システム組織図                        
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 

 役割・責任・権限 

代 表 取 締 役 

・環境経営に関する統括責任 
・環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、時間、技術者
等を用意 

・環境管理責任者を任命 
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 
・環境経営目標、環境経営計画を承認 
・代表者による全体の評価と見直しを実施 
・特定された緊急事態への対応のための手順書の承認 

環境管理責任者 

・環境経営システムの構築、実施、管理 
・法規制等の要求事項一覧表を承認     
・環境経営目標・環境経営計画の作成 
・環境経営計画の取組結果を代表者へ報告 
・特定された緊急事態への対応のための手順書の作成 
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

事 務 局 
・環境管理責任者の補佐     
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 
・法規制等の要求事項一覧表を作成 
・環境経営計画の実績集計 

現 場 責 任 者 

・現場における環境経営システムの実施 
・現場における環境経営方針の周知 
・現場の従業員に対する教育訓練の実施 
・現場に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告 
・現場の問題点の発見、是正、予防処置 

  全 従 業 員 ・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚 
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営への活動に参加 

代 表 取 締 役 
 （新名 孝司） 
 

 
 

環境管理責任者 

   総 務 部 

  

工 務 部 
 

現場責任者 

 従 業 員 協力会社 
社 員 

 従 業 員 

営 業 部 
 

事 務 局 



 5 

 ４．環境経営目標（中長期計画）                      
2019 年の実績を基準値として、2022 年までに３％削減を目標とする。 
・電力の二酸化炭素排出量については、2021.1.7 環境省発表の数値を採用した。 

 事務所…CO2 調整後排出係数 0.000 [kg-CO2/kWh] （リエスパワー） ※2020 年は未発表だったため 2021 年発表数値で再計算した 

   現  場…CO2 調整後排出係数 0.528 [kg-CO2/kWh] （四国電力） 

・原単位の項目については 2019 年度の年商 961.9 百万円（税込）より、売上高百万円に対する排出量及び使用量を算出し、それをもとに目標を設定した。 

・産業廃棄物については、リサイクル率に関しては全体量から算出するが、量での目標は解体工事現場からの排出を含まないこととし、 

 2016～2019 年度の４年間の解体工事以外の排出量の平均値 107.2 ｔを基準値とみなした。 

 

 
 
 

実 績 
2019 年度 

(2019/3~2020/2) 
基 準 

   目  標 
2020 年度 

(2020/3~2021/2) 
１％削減 

2021 年度 
(2021/3~2022/2) 
２％削減 

2022 年度 
(2022/3~2023/2) 
３％削減 

C 
O 
2 
排

出

量

の

削

減 

 ＣＯ2 排出量 
 (kg-CO2) 

全 社 52,931 52,402 51,872 51,343 

事務所 8,996 8,906 8,816 8,726 

現 場 43,935 43,496 43,056 42,617 

 電力使用量 
 (kWh）  

事務所 9,601 9,505 9,409 9,313 

現 場 11,892 11,773 11,654 11,535 

 ガソリン・軽油 
 （L） 

事務所 3,026 2,996 2,966 2,935 
現 場 15,670 15,513 15,356 15,199 

 灯 油（L) 全 社 758 750 743 735 

 LP ガス(kg) 事務所 27.12 26.85 26.58 26.31 

原

単

位 
 

 

ＣＯ2 排出量 
(kg-CO2/百万円) 

全 社 55.03 54.48 53.92 53.37 
事務所 9.35 9.26 9.16 9.07 

現 場 45.68 45.22 44.76 44.30 

電力使用量 
(kWh/百万円） 

事務所 9.98 9.88 9.78 9.68 

現 場 12.36 12.24 12.12 11.99 

ガソリン・軽油 
（L/百万円） 

事務所 3.15 3.11 3.08 3.05 

現 場 16.29 16.13 15.96 15.80 

灯油（L/百万円) 全 社 0.79 0.78 0.77 0.76 
LP ガス 
(kg/百万円) 事務所 0.028 0.028 0.028 0.027 

 
廃

棄

物

の

削

減 

一般廃棄物（kg） 780.0 772.2 764.4 756.6 
産業廃棄物 (ｔ)  
※解体現場からの排出除外 107.2 106.2 105.1 104.0 

 産業廃棄物リサイクル率 86.6％ 87.4％ 88.3％ 89.2％ 
原

単

位 

一般廃棄物（kg/百万円） 0.81 0.80 0.79 0.79 
産業廃棄物（ｔ/百万円） 
※解体現場からの排出除外 0.111 0.110 0.109 0.108 

 水使用量の削減（㎥） 193.0 191.1 189.1 187.2 

 省エネ住宅設備提案件数（件）/年 見積１件/月 見積１件以上/月 見積１件以上/月 見積１件以上/月 
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 ５．環境経営目標の実績                          
2022年度(2022 年 3月～2023年 2月)目標と実績 
・電力の二酸化炭素排出量については、2021.1.7 環境省発表の数値を採用した。 

事務所…CO2 調整後排出係数 0.000 [kg-CO2/kWh] （リエスパワー）  

  現  場…CO2 調整後排出係数 0.528 [kg-CO2/kWh] （四国電力） 

・原単位の実績については、売上高百万円に対する排出量及び使用量を 2022 年度年商 858 百万円（税込）より算出した。 

 

項     目 目 標 実 績 達成率 評価 

Ｃ 

Ｏ 
2 

排

出

量

の

削

減 

 ＣＯ2排出量(kg-CO2) 

全 社 51,343 43,612 117.7％ 〇 

事務所 8,726 7,204 121.1％ 〇 

現 場 42,617 36,408 117.1％ 〇 

  電力使用量 (kWh）  
事務所 9,313 10,625 87.7％ × 

現 場 11,535 17,277 66.8％ × 

  燃   料    （L） 
   (ガソリン･軽油) 

事務所 2,935 2,560 114.6％ 〇 

現 場 15,199 11,323 134.2％ 〇 

  灯 油  （L） 全 社 735 488 150.7％ 〇 

   ＬＰガス (kg) 事務所 26.31 16.35 160.9％ 〇 

原

単

位 

 

 

 ＣＯ2 排出量 

    (kg-CO2/百万円) 

全 社 53.37 50.82 105.0％ 〇 

事務所 9.07 8.40 108.0％ 〇 

現 場 44.30 42.43 104.4％ 〇 

 電力使用量 

       (kWh/百万円） 

事務所 9.68 12.38 78.2％ × 

現 場 11.99 20.13 59.6％ × 

 燃 料（L/百万円） 
 (ガソリン･軽油) 

事務所 3.05 2.98 102.3％ 〇 

現 場 15.80 13.2 119.8％ 〇 

灯 油（L/百万円） 全 社 0.76 0.57 134.4％ 〇 

 LPガス(kg/百万円) 事務所 0.027 0.019 143.5％ 〇 

廃

棄

物

の

削

減 

 一般廃棄物（kg） 756.6 754.2 100.3％ 〇 
産業廃棄物 (ｔ)  
※解体現場からの排出除外 104.0 87.2 119.2％ 〇 

産業廃棄物リサイクル率（％） 89.2 89.3 100.1％ 〇 
原

単

位 

 一般廃棄物（kg/百万円） 0.79 0.88 89.5％ × 
産業廃棄物（ｔ/百万円） 
※解体現場からの排出除外 0.108 0.102 106.4％ 〇 

  水使用量の削減（㎥） 187.2 197.0 95.0％ × 
 省エネ住宅設備提案件数（件）/年 見積１件以上／月 見積１件以上／月   達 成 ○ 

 

評価コメント：今年度はほとんどの項目において目標を達成できました。未達成となった電力使用量については、夏季に公共

工事の現場事務所が２箇所あったことと、本社内でも夏季はコロナ対策による換気と冷房の同時稼働で効率が悪かった事など

が理由として挙げられます。水使用量も同様に感染対策で削減が難しかったです。 
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 ６．主要な環境経営計画の内容                       

 

( 2022 年 3 月～2023年 2月)  ※赤字は新しい取り組み 

 次年度の取組内容 責任者 

①CO2の削減  

 

電力 

・冷房時２８℃、暖房時２０℃ 

・ウォームビズ・クールビズを心掛ける。 

・電気機器買い替え時には、省電力製品に切り替える 

・換気と空調を効率よく両立させる（感染対策） 

 

 

 

総務部内

担当者 

ガス 

灯油 

・夏場はガス給湯を止めておく 

・ファンヒーター使用時の温度管理（２０℃） 

 

総務部内

担当者 

 

 

ｶﾞｿﾘﾝ

軽油 

・エコ安全ドライブの実施 

・定期的な車の保守点検実施（タイヤ空気圧点検、燃費チェックなど） 

・車輌買い替え時には低燃費車に切り替える 

・過積載の禁止（積みっぱなしを防ぐ） 

 

 

  

営業部内

担当者 

②廃棄物の削減 

一般 

・事務所でのごみ分別の徹底 

・梱包材・封筒・裏紙の再利用   

・ミスコピーを減少させる、プレビュー確認 

・申請書類の減量化（郵送→電子申請へ） 

・脱プラスチック（紙容器購入の推奨） 

 

 

  

総務部内

担当者 

 

 

産廃 

・現場でのリサイクルの推進 

・一般廃棄物の混入禁止  

・無駄を省いた計画的発注 

・廃棄物の適正処理や最終処分先の確認 

 

 

工務部内

担当者 

 

③水使用量の削減 ・節水意識の維持継続 

・節水機能付き設備への買い替え 

・漏水の点検や確認 

 

 

総務部内

担当者 

④環境に配慮した施工 

 

 

 

 

・環境に配慮した工期短縮 （元請件数の 10％は工期を短縮させる） 

・省エネ住宅市場に注力する 

・環境負荷の低減につながる製品の提案 

・環境配慮型重機の使用（低排ガス・低騒音など） 

・現場周辺の清掃の徹底 

 

 

営業部内

担当者 
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 ７．環境経営計画の取組結果とその評価                   
○取り組むことができた  △取り組めたが更に必要  ×取り組めなかった  ―該当しない 
      

環境経営計画の内容 
      取組状況     

担当者の評価 
 

3-5 

(月) 

6-8 

(月) 

9- 

11 

(月) 

12-

2 

(月) 

年間 
 

①ＣＯ2の 

削減 

 

 

電 

力 

・冷房時２８℃、暖房時２０℃ 

・ウォームビズ・クールビズを心掛ける。 

・電気機器買い替え時には、 

省電力製品に切り替える 

・換気と空調を効率よく両立させる（感染対策） 

〇 

〇 

― 

 

〇 

〇 

〇 

― 

 

△ 

〇 

〇 

― 

 

△ 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

△ 

夏から秋にかけて感染対策で換

気を重視したため空調の効率が

悪かった。その分、衣服での調

節を努力していた。12 月に太陽

光パネル設置し Web 上で電力消

費を管理できるようになった。 

 
総

務

部 

ガ

ス 

灯

油 

・夏場はガス給湯を止めておく 

・ファンヒーター使用時の温度管理（２０℃） 

― 

〇 

〇 

― 

〇 

― 

― 

〇 

〇 

〇 

夏季の給湯器の OFF は徹底され

るようになった。冬季のファン

ヒーター使用時も室温計をこま

めにチェックできた。 

総

務

部 
 

ガ

ソ

リ

ン

軽

油 

・エコ安全ドライブの実施 

・定期的な車の保守点検実施 

（タイヤ空気圧点検、燃費チェックなど） 

・車輌買い替え時には低燃費車に切り替える 

・過積載の禁止（積みっぱなしを防ぐ） 

〇 

△ 

 

― 

〇 

〇 

〇 

 

― 

〇 

〇 

〇 

 

― 

〇 

〇 

〇 

 

― 

〇 

〇 

〇 

 

― 

〇 

今年度も車両の買い替えはなか

った。各自がエコ安全運転を心

掛けて燃料の削減に努めた。こ

まめに荷台を片付けることで積

みっぱなしを防ぐことができ

た。 

 
営

業

部 

②廃棄物の 

 削減 

一

般 

・事務所でのごみ分別の徹底 

・梱包材・封筒・裏紙の再利用   

・ミスコピーを減少させる、プレビュー確認 

・申請書類の減量化 

（郵送→電子申請へ） 

・脱プラスチック（紙容器購入の推奨） 

〇 
〇 
〇 
△ 
 
△ 

〇 
〇 
〇 
〇 
 
△ 

〇 
〇 
〇 
〇 
 
△ 

〇 
〇 
〇 
△ 
 
△ 

〇 
〇 
〇 
△ 
 
△ 

裏紙や紙ファイルの再利用を積

極的に取り組んだ。今年度も公

共工事が２件あったため、書類

の減量化が進まなかったが押印

がかなり減ったため今後ペーパ

ーレス化が早く進んでほしい。

脱プラをもう一歩頑張りたい。 

 
 
総

務

部 

産

廃 

・現場でのリサイクルの推進 

・一般廃棄物の混入禁止  

・無駄を省いた計画的発注 

・廃棄物の適正処理や最終処分先の確認 

 

〇 

〇 

△ 

△ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

△ 

〇 

〇 

〇 

△ 

〇 

〇 

〇 

△ 

〇 

現場設置のコンテナをこまめに

チェックし一般廃棄物の混入を

防いでいる。委託契約書やマニ

フェストの記載内容も隅々まで

注意を払うように心掛けた。 

 
工

務

部 

③水使用量   

 の削減 

・節水意識の維持継続 

・節水機能付き設備への買い替え 

・漏水の点検や確認 

〇 

― 

〇 

△ 

―

〇 

△ 

― 

〇 

〇 

― 

〇 

〇 

―

〇 

感染対策で手を頻繁に洗うため

夏場は節水がおろそかになっ

た。今期は設備の買い替えはな

かった。 

総

務

部 

④環境に配

慮した施工 

・環境に配慮した工期短縮  

（元請件数の 10％は工期を短縮させる） 

・省エネ住宅市場に注力する 

・環境負荷の低減につながる製品の提案 

・環境配慮型重機の使用（低排ガス・低騒音など） 

・現場周辺の清掃の徹底 

 

△ 

 

〇 

△ 

〇 

〇 

△ 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

△ 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

△ 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

△ 

 

〇 

△ 

〇 

〇 

 

公共工事を含めコロナ禍の背景

もあり人員不足等で工期短縮が

難しかった。新しい脱炭素モデ

ル住宅が完成し、本社社屋にも

太陽光パネルを設置したことで

環境に良い設備の提案をしやす

くなった。重機も低排ガス・低

騒音性能を重視し現場清掃もこ

まめに行った。 

 
 
営

業

部 
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 ８．活動の記録                             
◆エコアクション取組開始からの実績推移グラフ（社内に掲示中） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

H23.3～H24.2 H24.3～H25.2 Ｈ25/3～Ｈ26/2 Ｈ26/3～Ｈ27/2 Ｈ27/3～Ｈ28/2 Ｈ28/3～Ｈ29/2 Ｈ29/3～Ｈ30/2 Ｈ30/3～Ｈ31/2 Ｈ31/3～R2/2 R2/3～R3/2 R3/3～R4/2 R4/3～R5/2

13,549 13,456 12,824 11,503 10,295 9,017 8,586 9,345 9,601 9,807 10,348 10,625
電力使用量（KWh)

【事務所】

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

H23.3～H24.2 H24.3～H25.2 Ｈ25/3～Ｈ26/2 Ｈ26/3～Ｈ27/2 Ｈ27/3～Ｈ28/2 Ｈ28/3～Ｈ29/2 Ｈ29/3～Ｈ30/2 Ｈ30/3～Ｈ31/2 Ｈ31/3～R2/2 R2/3～R3/2 R3/3～R4/2 R4/3～R5/2

19,486 18,104 17,624 17,401 15,115 15,968 15,447 14,960 18,696 14,285 13,368 13,883

※灯油含まない

ガソリンと軽油消費量

（Ｌ）　　【全車両】

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

H23.3～H24.2 H24.3～H25.2 Ｈ25/3～Ｈ26/2 Ｈ26/3～Ｈ27/2 Ｈ27/3～Ｈ28/2 Ｈ28/3～Ｈ29/2 Ｈ29/3～Ｈ30/2 Ｈ30/3～Ｈ31/2 Ｈ31/3～R2/2 R2/3～R3/2 R3/3～R4/2 R4/3～R5/2

38.67 37.98 34.10 33.22 28.36 27.32 39.33 22.98 27.12 20.91 16.15 16.35
ＬＰガス使用量（kg）

【事務所】

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

H23.3～H24.2 H24.3～H25.2 Ｈ25/3～Ｈ26/2 Ｈ26/3～Ｈ27/2 Ｈ27/3～Ｈ28/2 Ｈ28/3～Ｈ29/2 Ｈ29/3～Ｈ30/2 Ｈ30/3～Ｈ31/2 Ｈ31/3～R2/2 R2/3～R3/2 R3/3～R4/2 R4/3～R5/2

270.0 238.5 256.5 233.0 228.0 216.0 183.0 214.0 193.0 181.0 198.0 197.0
水使用量（㎥）
【事務所】
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◆今年度の取り組みの様子 
 
１．本社社屋の屋根に 

太陽光パネルを設置しました 
（2022 年 12 月） 

 
 
 
 
 
 
 
２．毎日の電力消費量と太陽光による発電量を Fusion Solar（遠隔管理システム）にて 

web 上で把握できるようにしました 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【１日の電力消費量と発電量】 

【月間の電力消費量と発電量】 

【年間の電力消費量と発電量】 
2023 年 1 月～4 月の４ヶ月間で 
事務所の消費電力の約 43％を 
太陽光発電で賄うことができました 
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３．脱炭素モデル住宅「まんでがんの家」の完成見学会を実施しました（2023 年 2 月） 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光で電気をつくり（自家発電・自家消費） 

太陽熱で温水をつくる（太陽熱利用エコキュート） 

冬場は薪を燃やして暖をとる 

高い断熱性能に自然のエネルギーを最大限に取り入れた 

環境配慮型の木の家 

冬場には、土間リビングに設置した薪ストーブが 

家全体を心地よく暖め 

住む人の心を癒します 
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  ９．次年度の取組                                            

◆次年度の環境経営目標  

 

中長期計画（2023 年 3 月～2026 年 2 月） 

・過去３期分（2020～2022 年度）の平均値を基準値として、2025 年までに３％削減を目標とする。 

・現場の電力使用量については、2021 年度の数値が例外的であったため除外し 2 期分の平均を目標とする。 

・ガソリンと軽油の使用量の目標を別々に設定する。 

・ガス使用量については過去３期が下がりきって横ばいだったため現状維持を目標とする。 

・電力の CO2 排出量については、2023.1.24 発表の電気事業者別調整後排出係数をもとに算出した 

    事務所…CO2 調整後排出係数 0.424 [kg-CO2/kWh] リエスパワーネクスト  

    現  場…CO2 調整後排出係数 0.569 [kg-CO2/kWh] 四国電力 

・産業廃棄物については、削減目標としてリサイクル率を加える。 

・売上高の原単位については今回から算出せず、総量を目標とする。 

(売上計上のタイミングと実際に取り組む時期とのズレがあり、原単位での評価が難しいと判断した) 

 

 
 
 

過去３期の平均 
2020～2022 年度 
(2020/3~2023/2) 

基準値 

   目  標 
2023 年度 

(2023/3~2024/2) 
１％削減 

2024 年度 
(2024/3~2025/2) 
２％削減 

2025 年度 
(2025/3~2026/2) 
３％削減 

C 
O 
2 
排

出

量

の

削

減 

 ＣＯ2 排出量 
 (kg-CO2) 

全 社 53,465 52,930 52,395 51,861 

事務所 11,579 11,463 11,347 11,232 

現 場 41,886 41,467 41,048 40,629 

 電力使用量 
 (kWh）  

事務所 10,260 10,157 10,055 9,952 

現 場 13,318 13,185 13,052 12,918 

 ガソリン（L） 
事務所 2,557 2,531 2,505 2,480 

現 場 7,192 7,120 7,048 6,976 

 軽油（L） 現 場 4,093 4,052 4,011 3,971 

 灯油（L) 全 社 838 830 821 813 

 LP ガス(kg) 事務所 17.80 17.80 17.80 17.80 

 
廃

棄

物

の

削

減 

一般廃棄物（kg） 762.3 754.7 747.1 739.5 

産業廃棄物 (ｔ)  106.2 105.2 104.1 103.0 

 産業廃棄物リサイクル率 77.3% 90%以上 90%以上 90％以上 

 水使用量の削減（㎥） 192 190 188 186 

 省エネ住宅設備提案件数（件）/年 見積１件/月 見積１件以上/月 見積１件以上/月 見積１件以上/月 
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◆次年度の環境経営計画（2023 年 3 月～2024 年 2 月）  ※赤字は新しい取り組み 
 

 次年度の取組内容 担当部署 SDGｓとの関連 

①CO2の削減  

 

電力 

・冷房時２８℃、暖房時２０℃ 

・ウォームビズ・クールビズを心掛ける。 

・電気機器買い替え時には、省電力製品に切り替える 

・電力消費量と太陽光発電量の Web 管理をする 

 

 

 総務部 

 

 

 

ガス 

灯油 

・夏場はガス給湯を止めておく 

・ファンヒーター使用時の温度管理（２０℃） 

 

 総務部 

 

 

 

ｶﾞｿﾘﾝ

軽油 

・エコ安全ドライブの実施 

・定期的な車の保守点検実施 

タイヤ空気圧点検、燃費チェックなど） 

・車輌買い替え時には低燃費車に切り替える 

・過積載の禁止（積みっぱなしを防ぐ） 

 

 

  

 営業部 

 

 

②廃棄物の削減 

一般 

・事務所でのごみ分別の徹底 

・梱包材・封筒・裏紙の再利用   

・ミスコピーを減少させる、プレビュー確認 

・申請書類の減量化（郵送→電子申請へ） 

・脱プラスチック（紙容器購入の推奨） 

 

 

  

 総務部 

 

 

 

 

産廃 

・現場でのリサイクルの推進 

・一般廃棄物の混入禁止  

・無駄を省いた計画的発注 

・廃棄物の適正処理や最終処分先の確認 

 

 

  

 工務部 

 

 

③水使用量の削減 ・節水意識の維持継続 

・漏水の点検や確認 

 

 

 総務部 

 

 

④環境に配慮した

施工 

 

 

 

 

・省エネ住宅市場に注力する 

・環境負荷の低減につながる製品の提案 

・環境配慮型重機の使用（低排ガス・低騒音など） 

・現場周辺の清掃の徹底 

・太陽光発電システム設置の提案 

・社員への環境教育や周知に努める 

 

 

 

  

営業部 
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  10．環境関連法規制等の遵守状況                   
 
  法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。 
 

適用される法規   当社の対応 遵守状況 

廃棄物処理法 マニフェストの管理・委託契約等  適法 

建設リサイクル法 特定建設資材の再資源化等 適法 

騒音規制法 指定区域の確認、事前届出、規制値遵守等 適法 

振動規制法 指定区域の確認、事前届出、規制値遵守等 適法 

資源有効利用促進法 製造業者等への引渡し、リサイクル費用支払い 適法 

道路交通法 所轄警察署への届出等 適法 

道路運送車両法 日常定期点検、定期点検整備等 適法 

道路法 道路管理者への届出等 適法 

フロン排出抑制法 業務用エアコンの適正管理 
簡易点検の測定、記録、保存 適法 

浄化槽法 浄化槽の法定検査、保守点検・清掃 適法 

大気汚染防止法 解体等工事の石綿含有事前調査の実施・届出等 適法 

高松市環境基本条例 第５条遵守  
事業活動により排出する廃棄物の適正処理 適法 

香川県環境基本条例 第５条遵守 
公害防止、環境への負荷の低減のために必要な措置を講じる 適法 

 
  環境関連法規制等の遵守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。 
  また過去３年間にわたって違反や訴訟、環境関係当局より違反等の指摘もありませんでした。 
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  11．代表者による全体評価と見直し・指示の結果                                        

見直し実施日： 2023 年 5 月 15 日                          代表取締役 新名 孝司 

 環境経営計画の内容        代表者の評価    来期への見直し 

①ＣＯ2の削減  

 

 

電力 

 

 

今期は目標達成ができませんでした。現場電

力に関しては夏季に公共工事の現場事務所が

２箇所あったことと、本社内でも夏季はコロ

ナ対策による換気と冷房の同時稼働で効率が

悪かった事などが理由として考えられます。

12 月に社屋屋根に太陽光パネルを設置しまし

た。設置から４ヶ月間では事務所の消費電力

の約 43％を自家発電で賄うことができており

ます。 

世界中で電力不足の時世となり、料金も高騰

しているため、今後も節電は避けられない課

題となりました。当社も太陽光パネルによる

自家発電システムを開始したことで買電を抑

え、CO2 排出の削減につなげます。 

また電力消費や発電量を毎日 Web 上で管理で

きるようになったので、より一層節電意識を

高めていきます。 

 

ガス

灯油 

 

ガスは給湯器のみですが、夏場 6～9 月は OFF

にしたことで安定して削減できています。灯

油もファンヒーターを室温に応じてこまめに

調節できました。 

ガスに関してはこれ以上の削減は難しいと考

え、来期からの３年計画では現状維持を目標

とすることにしました。灯油はこれまで通り

年 1％の削減を目指します。 

 

ｶﾞｿ 

ﾘﾝ 

軽油 

 

ガソリン軽油ともに目標達成できました。ガ

ソリン代も高値がずっと続いているため、個

人の感覚としてエコ運転が根付いてきたので

はないかと思います。今期も車両の買い替え

はありませんでした。 

引き続きエコ運転を心掛け、過積載をなくし

車両管理をこまめにする等の努力で、今後３

年間もガソリン軽油ともにこれまで通り年

１％の削減を目標とします。 

②廃棄物の 

 削減 
 

一般 

 

今期も連続して達成しておりますが、公共工

事が２件あり提出書類のための用紙の使用増

が避けられませんでした。 

今まで通り分別を徹底し、社内での図面等の

ペーパーレス化を進め、削減を続けていきた

いと考えています。 

 

産廃 

 

今期は目標は達成できたものの、排出量の振

り幅が大きいためコントロールが難しいと感

じました。また 2022年 4 月から石綿の事前調

査報告が義務付けられ、当社も該当する工事

の調査報告をいたしました。 

来期から排出量は把握と集計にとどめ、リサ

イクル率を上げることを目標にします。また

石綿に代表されるように、年々の法改正等に

正しく適応し報告漏れのないようにします。 

③水使用量の   

 削減 

 

今期も目標達成はできませんでしたが、長引くコロナ

禍もあり、衛生面とのバランス上なかなか節水ができ

なかったと考えます。 

コロナもようやく終息傾向にあることから、

うまく感染対策しながら節水意識も取り戻し

ていきたいと考えます。 

④環境に配慮

した施工 

 

 

脱炭素をテーマにしたモデル住宅を建設し、2023 年 2

月に完成見学会を行いました。太陽熱利用エコキュー

トや薪ストーブなどの具体的な提案がしやすい環境と

なりました。 

モデル住宅だけでなく自社でも太陽光発電に

取り組んでいることを具体的に PR しながらよ

り一層省エネ住宅の提案に力を注ぎたいと考

えます。 

 
◆指示の結果（変更の必要性の有無） 
［環 境 経 営 方 針］変更の必要性 ■有  □無 
［環境経営目標・計画］変更の必要性 ■有  □無 
［実  施  体  制 ］変更の必要性 □有  ■無 
 
代表者所見：2020 年からの中長期計画の３年を終えて次の目標を設定するにあたり、 
社会との繋がりを明確にするため SDGs との関連を行動指針に加えます。 
またこれまでの長年の取り組みの結果から、削減が頭打ちになっている項目は現状維持を目標とし、 
見直しを踏まえた上で次の３年間を取り組みたいと考えます。 



 

1 

 

（株）新名工務店 中間審査時の要求改善事項（2022年 8月審査） 

中間審査で要改善として指摘された項目について、その改善状況を更新審査報告書にて確認し一覧化したも

のです。 

№ 要改善事項・対策案（協議事項） 是正確認事項 

Ａ－１ 要改善事項 

 【１１ 環境上の緊急事態への準備及び対応】 

 緊急事態の訓練において、火災訓練は確認出来ましたが、現

場でのリスク（熱中症等）の対応策(手順書）の構築及び訓練の

積み増しについて前回の審査で指摘されていますが、対応が出

来ていません。夏場の熱中症の頻度は毎年のように高くなって

おり、手順書の構築と訓練実施を改めて提案致します。(熱中症

手順書ひな形を提示させて頂きますので御社なりに構築して下

さい） 

 

対応策（協議事項） 

 対応策の構築と訓練を実施致します。 

                       

様式 4現地審査チェックリスト、

◆昨年度審査の指摘事項に対する

対応①【前回審査の推奨事項の対

応】に記載のとおり、熱中症対応

手順書を構築され、非常事態の訓

練を実施されていることが確認出

来ました。 

  

                        以下余白  

   

 


